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毎
年
2
月
3
日
の
節
分
で
は
、「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
声

を
出
し
な
が
ら
福
豆
を
撒
き
、
撒
か
れ
た
豆
を
自
分
の
年
齢
（
数

え
年
）
の
数
だ
け
食
べ
る
と
体
が
丈
夫
に
な
り
、
風
邪
を
ひ
か
な

い
と
い
う
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
は
玄
関
な

ど
に
邪
気
除
け
の
柊
鰯
な
ど
を
飾
る
風
習
も
あ
る
よ
う
で
す
。

節
分
と
は
、
雑
節
の
一
つ
で
、
各
季
節
の
始
ま
り
の
日
（
立
春

・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
）
の
前
日
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
旧
暦
で

は
、
立
春
に
最
も
近
い
新
月
を
元
日
と
し
、
月
の
満
ち
欠
け
を
基

準
に
し
た
元
日
（
旧
正
月
）
と
立
春
は
、
と
も
に
新
年
と
捉
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
旧
暦
12
月
末
日
（
大
晦
日
）
と

立
春
前
日
の
節
分
は
、
と
も
に
年
越
し
の
日
と
認
識
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

立
春
の
節
分
に
お
け
る
風
習
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
最
も

一
般
的
と
い
え
る
の
は
「
鬼
払
い
」
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
中
国
の

風
習
を
由
来
と
す
る
平
安
時
代
の
追
儺
、
鬼
遣
と
呼
ば
れ
た
宮
中

行
事
が
元
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
追
儺
や
鬼
遣
は
当
初
、
年

越
し
の
儀
式
で
し
た
が
、
や
が
て
い
く
つ
か
の
節
分
の
中
で
も
、

立
春
の
前
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
時
期

は
寒
さ
が
続
き
季
節
も
移
ろ
う
時
期
で
体
調
を
崩
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
風
邪
が
深
刻
な
大
病
と
な
り
う
る
の
を

人
々
が
病
魔
の
仕
業
と
捉
え
、
病
魔
を
「
鬼
」、
あ
る
い
は
「
疫

鬼
」
と
し
て
恐
れ
た
こ
と
が
起
因
と
な
る
よ
う
で
す
。

鬼
払
い
は
室
町
時
代
に
は
豆
を
撒
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま

め

ま

め

は
鬼
の
目
で
あ
る
「
魔
目
」
を
滅
ぼ
す
力
を
持
つ
「
魔
滅
」
に
、

同
音
の
「
豆
」
を
当
て
た
の
が
由
来
だ
そ
う
で
す
。
ま
る
で
駄
洒

落
の
よ
う
で
す
が
、
豆
は
「
五
穀
」
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
農
耕
民

族
で
あ
る
日
本
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
力
が
宿
る

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
五
穀
の
中
で
も
特
に
豆
と
米
は
神

聖
な
存
在
と
し
て
魔
を
払
う
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
、
鬼
に
豆
を

ぶ
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
邪
気
を
追
い
払
い
一
年
の
無
病
息
災
を

願
う
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
、「
豆
撒
き
」
が
定
着
し
た
よ
う
で

す
。現

在
で
は
恒
例
行
事
と
な
っ
た
節
分
で
の
豆
撒
き
で
す
が
、
今

回
そ
の
由
来
を
尋
ね
て
み
る
こ
と
で
、
古
来
よ
り
受
け
継
が
れ
た

信
仰
と
伝
統
の
重
み
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
節
分
を

機
縁
に
改
め
て
行
事
の
本
質
を
理
解
し
、
大
切
な
こ
と
を
今
後
担

っ
て
い
く
若
い
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。

令
和
5
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

真
の
心
を
開
き
発
こ
す
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叡
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大晦日の鬼追い式にて、人心に見立てた広場を荒らす貪（むさぼり）の鬼
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５
月
１１
日
に
は
根
本
中
堂
に

お
い
て
、
半
田
孝
淳
天
台
座
主

猊
下
を
大
導
師
に
総
開
闢
奉
告

法
要
が
四
箇
法
要
を
も
っ
て
厳

修
さ
れ
た
（
写
真
下
）。
ま
た

法
要
の
前
に
は
根
本
中
堂
前
広

場
に
建
て
ら
れ
た
大
法
会
角
塔

婆
の
開
眼
法
要
が
営
ま
れ
た
。

総
開
闢
奉
告
法
要

平成２４、９月
円成神仏祈願法要森

友
嵐
士
氏

坂
東
寛
二
郎
氏

９月２９日には根本中堂において円成神仏祈願法要が執り行われた。法要では、比叡
山神仏祈願の象徴として山王総本宮日吉大社の御神輿が奉安された。また、大法会記
念事業の一環であるイメージソング「雨上がりに咲く虹のように」が、比叡山親善大
使の森友嵐士氏により奉納され、日本舞踊家坂東寛二郎氏による奉納舞踊も行われた。

５
月
１１
日
に
は
、
大
講
堂
に
お
い
て
引
声
念
仏
法
要
が
、

翌
１２
日
に
は
、
延
暦
寺
伝
来
の
仏
舎
利
を
正
面
に
奉
祀
し
て

の
舎
利
讃
歎
会
が
営
ま
れ
た
。
ま
た
１４
日
の
慈
覚
大
師
御
影

供
法
要
以
降
は
、
１６
日
、
１９
日
、
２１
日
と
、
順
に
胎
蔵
界
、

金
剛
界
、
合
行
の
各
曼
荼
羅
供
が
奉
修
さ
れ
、
慈
覚
大
師
を

讃
え
る
声
明
の
旋
律
が
堂
内
に
響
い
た
。

慈覚大師御影供
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引声念仏法要 合行曼荼羅供

記念事業となる国宝根本中堂大改修の本格的な工事着工に合わせ「根本中堂大
改修工事安全祈願法要」が厳修され、４月２４日には、天台宗伝承法流の玄清法流
（写真右上）と常楽院法流による、「根本中堂大改修地鎮法要」が奉修された。

御
遠
忌
に
先
立
ち
平
成
２４
年

７
月
に
は
、
延
暦
寺
会
館
に
て

比
叡
山
仏
教
文
化
講
座
が
開
催

さ
れ
、
王
勇
氏
・
金
文
經
氏
・

阿
南
�
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
�
史
代

氏
・
酒
寄
雅
志
氏
の
４
名
の
慈

覚
大
師
研
究
者
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

ご
生
誕
の
地
坂
本
生
源
寺
で

は
、
８
月
１７
、
１８
日
の
両
日

数
々
の
慶
讃
法
要
が
修
さ
れ
、

１７
日
に
は
１
２
５
０
個
の
堤
灯

を
手
に
し
た
地
元
の
子
供
ら
が

先
導
し
て
（
写
真
下
）
境
内
に

山
王
の
神
々
を
お
招
き
し
、
日

吉
大
社
と
延
暦
寺
が
一
体
と
な

っ
た
神
輿
渡
御
が
営
ま
れ
た
。

遡
る
こ
と
１１
年
前
の
平
成
２４
年
春
、
天
台
宗
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
が
開
闢
。
天
台
宗
と
比
叡
山
延
暦

寺
は
合
同
で
事
務
局
を
設
立
し
、
平
成
２５
年
、
慈
覚
大
師
一
千
百
五
十
年
御
遠
忌
、
平
成
２８
年
、
恵
心
僧

都
一
千
年
御
遠
忌
並
び
に
伝
教
大
師
御
生
誕
一
千
二
百
五
十
年
、
平
成
２９
年
に
は
相
応
和
尚
一
千
百
年
御

遠
忌
を
厳
修
。
そ
し
て
令
和
３
年
に
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
期
間
を
延
長
し
、
２
年
を
か
け
て
伝
教
大
師
一
千

二
百
年
大
遠
忌
を
報
恩
し
各
種
の
法
要
を
勤
め
た
。
そ
こ
で
今
般
の
特
集
で
は
、
来
た
る
３
月
１６
日
に
厳

修
さ
れ
る
大
法
会
総
結
願
法
要
を
前
に
、
１０
年
間
の
様
々
な
活
動
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
。

一
千
年
御
遠
忌
御
祥
当
日
を

６
月
１０
日
に
迎
え
、
９
日
に
阿

弥
陀
堂
に
て
逮
夜
法
要
が
、
ま

た
１０
日
に
は
、
大
講
堂
に
お
い

て
御
祥
当
恵
心
講
を
そ
れ
ぞ
れ

厳
修
し
た
�
写
真
左
。

ま
た
５
月
か
ら
６
月
に
か

け
、
恵
心
僧
都
を
祖
師
と
仰
ぐ

時
宗
・
天
台
真
盛
宗
・
浄
土
宗

西
山
禅
林
寺
派
・
浄
土
宗
・
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
・
真
宗
大
谷

派
・
融
通
念
佛
宗
（
法
要
奉
修

順
）
に
よ
り
、
御
遠
忌
を
報
恩

す
る
法
要
が
奉
修
さ
れ
た
。

翌平成２９年２月１４日、浄土真宗本願寺派本山本願寺
（写真左上）、また、２月１７日には、浄土宗総本山知
恩院（左下）を延暦寺僧侶が訪問し、森川宏映天台座
主猊下を大導師に両宗の僧侶合同による「恵心僧都一
千年御遠忌報恩天台宗延暦寺法要」が厳修された。

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

御
祥
当
逮
夜
御
影
供

御
祥
当
後
胎
蔵
界
曼
荼
羅
供

大
法
会
の
集
大
成
と
な
る
大

遠
忌
法
要
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
、
６
月
３
日
の
御
祥
当
逮
夜

御
影
供
を
始
め
、
４
日
午
前
中

に
営
ま
れ
た
浄
土
院
で
の
長
講

会
、
午
後
に
は
御
祥
当
常
行
三

昧
、
５
日
に
は
御
祥
当
後
胎
蔵

界
曼
荼
羅
と
３
日
間
に
亘
り
大

講
堂
に
て
厳
修
さ
れ
、
天
台
宗

諸
大
徳
並
び
に
関
係
者
が
参
列

し
て
伝
教
大
師
の
ご
遺
徳
が
偲

ば
れ
た
。

御廟には侍真僧により日
吉茶園の茶が献じられた。

御祥当常行三昧法要では、歌舞伎俳優市川猿之助
氏による御聖句奉読や伝教大師魅力交流委員会鳥井
信吾委員長のビデオメッセージで法要を彩った。

根本中堂 御祥当法要

１１月１日には、天台宗・延暦寺の両内局が和尚廟へ墓参、翌
２日には和尚ゆかりの無動寺明王堂、３日根本中堂、４日には
葛川息障明王院においてそれぞれ法要が厳修された。また１０月
２日には、御生誕の地長浜北野神社内に石像が建立され、比叡
山無動寺谷内住職並びに関係者により開眼法要が営まれた。

平成２９、１１月
相応和尚一千百年御遠忌法要

御祥当後法要 明王院 御祥当逮夜法要 明王堂

無動寺谷相応和尚廟墓参 北野神社

平成２４
５月

慈
覚
大
師
一
千
百
五
十

年
御
遠
忌
法
要

平成２５
５月

根
本
中
堂
大
改
修

工
事
安
全
祈
願
法
要

平成２８
４月

伝
教
大
師
御
生
誕
一
千
二

百
五
十
年
御
誕
生
会

平成２８
８月

恵
心
僧
都
一
千
年

御
遠
忌
法
要

平成２８
６月

伝
教
大
師
一
千
二
百
年

大
遠
忌
法
要

令和３
６月
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 法要では華道家元四十五世池坊専永師より献花がなされた。
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大
法
会
総
結
願
法
要
を
3
月
16
日（
木
）に
厳
修

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
1
年
間
の
延
長
を
経
て
円
成
へ

十
一
年
間
に
及
ぶ
大
法
会
を
振
り
返
る
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